
学科・専攻  ライフスタイル学科・家政学専攻 

 

所感 

今年度はコロナ禍の中、余儀なく遠隔授業を行うこととなったが、授業方法の新たな可能性を知り、ICTの活用に

もつながり、我々が前進するよい機会となったと考えている。教育への責任、自身の教育観について可視化するこ

とで、新たな課題の発見にもつながった。 

 

氏名 平岩暁子 

家政学部家政学科の教育目標は、本学の教育目標と教育方針の下、「真心・努力・奉仕・感謝」の四大精神の実践を通して社会的に自立して生きていく上で必要

な①スキル・リテラシー・教養等に関する一般的知識・技能と②家政に関する専門的知識・技能と③建学の精神・社会人基礎力・pisa 型学力を統合的に身に付け、

社会に出てからは、これらの知識・技能をベースに生涯学習社会の中で自己の潜在能力をさらに開発しながら、職場と地域の課題解決に貢献できる人材を育成する

ことである。 

イ 家政学専攻の教育目標は、家政学部の教育目標の下、これからの社会の新しいライフスタイルのデザインを提案することによって、人々の日常生活を衣・食・

住の面から支援することのできる人材を育成することである。 

ロ 管理栄養士専攻の教育目標は、家政学部の教育目標の下、管理栄養士の資格を生かして、チーム医療、健康増進・疾病予防、食育・栄養指導又は健康をテーマ

にした食品の研究・開発等で活躍することによって、人々の日常生活を健康の面から支援することのできる人材を育成することである。 

ハ こどもの生活専攻の教育目標は、家政学部の教育目標の下、保育士・幼稚園教諭・小学校教諭の資格を生かして、こどもたちの学力および社会性・社会力の基

礎・基本を育てることによって、人々の日常生活を子育ての面から支援することができる人材を育成することである。 

１ 教育の責任 

家政学部家政学専攻・ライフスタイル学科の教員として、2021年 3

月の時点で 3 年間教鞭をとってきた。これからの時代のライフスタイ

ルを衣・食・住の面から提案・支援できる豊かで自立した生活者、そ

れらを活用しながら地域活性のエキスパートとなりうる人材の育成を

している。また中学校・高等学校の家庭科教員養成を行っている。そ

の中で、私は被服に関する科目を担当している。2020年度に担当した

科目は右の表のとおりである（添付資料 1）。 

 

担任や卒業研究を担当しながら、教務委員として学生指導を行った。

他に、教採２次試験対策実技指導、オープンキャンパス・スプリング

カレッジのミニ授業、岡崎市から依頼の衣装製作・イベント参加など。 

科目名 開講期 種別・特徴 受講者数 備考 

ファッション造形実習Ⅰ 1年後期(2020) 必修・専門 46  

パターンメイキング 2年前期(2020) 選択・専門 25  

ファッション造形学 2年後期(2020) 選択・専門 24  

服飾文化論 3年前期(2020) 必修・専門 21  

卒業研究 4年通年(2020) 必修・専門 4  

ライフスタイル学演習Ⅰ 1年前期(2020) 必修・専門 44 オムニバス 

ライフスタイル学基礎講座 1年前期(2020) 必修・専門 44 オムニバス 

生活スタジオ入門 2年後期(2020) 選択・専門 26 オムニバス 

生活スタジオⅠ・Ⅱ 3年前後期(2020) 選択・専門 19 オムニバス 

教育実習指導 4年前期(2020) 教職必修 4 オムニバス 

２ 教育の理念と目的 

人間が生きていくために被服は不可欠なものである。服を単にモノとして捉え学ばせるのではなく、環境と人間と被服の関係性、自らの生活と被服との関連付け

を常に意識できるような教育を行っている。高齢者や障がい者など身体機能が低下している人々の被服を考えることを通し、人間の尊厳を理解し、着る人の身にな

って衣生活を提案・支援できる豊かな人物を育てることを理念としている。また生活に必要な技術として、基本的な裁縫を確実に習得させることを重視している。 

３ 教育方法 

①「服飾文化論」「ファッション造形学」等の講義形式の授業では、積極的にワークを取り入れて学生の作業活動の時間を設定している。体感することで理解が

より深まるよう努めている（添付資料２.３）。②「ファッション造形実習」では、可能な限りオリジナリティーのあるデザインを許容し、創造力と製作の楽しみを

高められるようにしている（添付資料４）。それぞれデザインが異なるため、丁寧に対応し、パターンや裁断時のチェックには特に細心の注意を払うようつとめて

いる。進度に遅れないよう主体性、計画力、実行力を常に意識させながら作業を進めさせ、教員の空き時間を明示しながら授業時間外での対応も積極的に行ってい

る。③体験型授業「生活スタジオ」では、学生自身が課題を発見し、それらを解決しながら企画を遂行できるよう、教員と学生というより共同運営メンバーといっ

た関係を意識しながら助言・サポートにつとめている。 

４ 授業改善の活動 

授業評価アンケートを活用し、授業改善を行っている。また、毎時の PCRシートに学生が書いた内容にはコメントを加えフィードバックするようにし、学修の

意欲向上に繋がるようつとめている。また 2019 年度には、FD 研修会の授業観察として授業公開を行った。様々なご意見、評価をいただいたことも改善に活かし

ている。 

５ 学生の授業評価 

2020年度後期の評価は添付資料の通りである（添付資料５）。ファッション造形実習Ⅰで評価が高かったのは、Q３「教員は質問や相談ができるように配慮して

いた」、Q４「教員は学生の反応を確かめながら授業をしていた」であり、上記の教育方法が具体的に数値として現れた結果と考える。全体的に概ね良い評価であ

ったと考えるが、「どちらともいえない」と回答するものが無くなるように、ひとつひとつに注意を払い分かりやすい授業を行うことで、これらの評価が高まって

いくよう努めたい。 

６ 学生の学修成果 

ファッション造形実習Ⅰでは、創立者 寺部だい先生が取り組まれていた「布を無駄なく使い切る」を軸にかかげ実習をすすめた。シャツ製作の布を裁断する時

から、無駄が少ない型紙の配置方法を学び、余ったハギレで布マスクなどの小物を作製していった。シャツ製作で修得した裁縫の基礎および専門知識と技能を応用

し、学生それぞれが多くのものを生み出した。小さなハギレからも新たな価値を生み出せることを経験し、布に対し、物に対して大切にする心が生まれた。またエ

シカル消費や SDGs を考えるきっかけにもなり、普段の生活に取り入れ活用していこうという新たな意識にもつながったと考える。またこの授業と取り組みを通

して得られた専門知識と技術は、「身に付いた」と「少し身に付いた」の回答が全てであった。社会人基礎力は「主体性」「実行力」「課題発見力」「創造力」につい

て特に発揮できたと回答を得た（添付資料６）。ファッション造形実習Ⅱでは難易度の高い課題（裏地付きジャケット）に取り組ませている。難しい、細かくて大

変など消極的な意見が途中でみられるが、履修者は全員作り上げている。完成までたどりつくと大きな達成感と自信につながったという感想から学修成果を確認す

ることができている。 

７ 授業科目に関連した教材開発 

実習科目では作成したテキストを使用している。また、図や写真を含めた製作段階順のスライドを作成、毎時 classroomに掲載し、学生が繰り返しそれぞれの進

度に合わせて確認できるようにしている。遡って見ることもできるので基礎知識・技能の確認をしながら、専門知識・技能の修得につなげている。さらに実物見本

を使用するなど、視覚的に分かりやすく、繰り返しの説明がしやすい教材を複数準備している（添付資料７）。自己学修にも役立つ教材として、種々の手縫いの動

画を作成し取り入れたいと考えている。 

８ 指導力向上のための取り組み 



愛知学泉大学ティーチングポートフォリオ 2021年 3月 改定 

 

愛知学泉大学が主催する FD研修会に参加し、教育活動の可視化など教育への改善のヒントを得ている。また日本家政学会、日本衣服学会、繊維製品消費科学会、

家庭科教育学会などの所属学会行事に積極的に参加し、新しいテーマ探求に努めている。また繊維製品品質管理士（ＴＥＳ）として日本衣料管理協会の行事運営に

携わり、アパレル業界の現状をいち早く知ることや、業界関係者とのつながり作りに務めている（添付資料８）。 

９ 今後の目標 

短期的な目標としては、学生の将来の進路を念頭に被服の知識、技術獲得を確実にし、それらが自らの生活とどのように結び付きどのように社会で活用できるの

か、多くの気づきを生み出せる授業を改善しながら進めていくことである。長期的な目標としては、高齢者や障がい者のファッションショーなどに学生とともに積

極的に参加し、衣装製作だけではなく着用者と交流する機会を得ることで、服が人に与える力を感じ取れる機会づくりをしていきたい。また受講生やゼミ生との交

流を続け、本学での学びや体験を社会でどのように活かし、またそれらを現役の学泉大の学生たちにどのようにフィードバックできるか、持続的な観察を続け相互

に利益のある関係を作れるようにしていきたい。 

10 添付資料 

添付資料１：シラバス、添付資料２、３：服飾文化論・ファッション造形学 PCRシート、添付資料４：ファッション造形実習Ⅱ作品集、添付資料５：2020年度後

期授業評価アンケート、添付資料６：ファッション造形実習 PCRシート、添付資料７：ファッション造形実習テキスト・教材、添付資料８：学会、TES会参加一

覧 


